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11.通信速度

通信速度の分布は図21のような結果となった（インプレス調査：既接続者のみ

対象。「学校・会社」:N＝542、「自宅」:N＝717。図16で「会社と自宅の両方」の

回答者はいずれの対象ともなる）。

「学校・会社」（31％）「自宅」（61％）とも「28.8Kbps」の層が最も多い。こ

れについては高速モデムの価格が下がり、入手しやすくなったことが最大の理由

と推測される。「自宅」では「28.8Kbps」か「14.4Kbps」（27％）のモデムによる

ダイヤルアップIP接続が主流といえそうだ。

一方、「学校・会社」では「28.8Kbps」に続いて「192Kbps以上」(21%）と「64Kbps」

（21％）が肩を並べている。図18から判断すればいずれも専用線利用が多いと考

えられるが、そうであればこの回線速度の差は何を意味しているのだろうか。

まず考えられるのは図19に示した「とりあえず利用して様子を見る」という企

業が、特定の部門だけでインターネットを細々と利用しているケース。もう一つ

は比較的規模の小さい企業などが、ビジネスチャンスを感じて積極的にインター

ネットを導入しているケースである。

ただ、この1年間の利用者の伸びや「28.8Kbps」が多いことなどを考え併せる

と、後者の要素が強いように思われる。組織においてインターネットの導入に積

極的か否かは、規模の大小とは関係なさそうである。

12.利用頻度・利用時間　

1週間あたりの利用頻度を示したのが図22（CSJ調査。N＝2,525）、1週間あた

りの平均利用時間を表したものが図23である（インプレス調査：既接続者のみ対

象。「学校・会社」:N＝599、「自宅」:N＝721。図16で「会社と自宅の両方」の回

答者はいずれの対象ともなる）。

一見してわかるとおり、利用頻度では5割以上が「毎日」と回答している。

一方、平均利用時間は「8時間以上」が「学校・会社」で24％、「自宅」で15％い

るものの、「2時間未満」と「2〜4時間」を合わせた4時間未満の層が半数以上を

占める結果となった（「学校・会社」：50％、「自宅」：60％）。

ということは、利用者の多くが毎日のようにインターネットを使ってはいるが、

その利用時間は1回当たりわずか15〜30分程度ということなのだろうか？

もっとも調査手法が違い、対象の性質も異なると思われる2つのデータを一緒

にして軽々に結論じみたことはいえない。ただ、この2つの図を見比べると、「い

つも利用したいが、料金が気にかかって意のままにならない」という利用者のジ

レンマが伝わってきそうである。

13.利用目的
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インターネット利用者の実像と利用状況
第 3 章インターネットの現状
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図23 １週間当たりの平均利用時間 (I)
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